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＜子どもの感想＞

Q: 今日の授業を通して感じたことや学んだこと、印象に残ったことなどを教えてください。
　 また授業をしてくれた医療・介護職の方々に対して、メッセージをお願いします。

小6女子
がんは2人に1人かかる、けっこうかかりやすい病気ってことが分かりました。がんは治ることもあるの
は初めて知ったから印象に残った。がんのことをくわしく教えてくれてありがとうございました。

小6女子
がんはいろいろな種類があってタバコでもなるんだなっておもってお父さんのタバコをとめたいです。

小6女子
運動は全然しないから、もっとしようと思った。家族が病気にかかったら、することがすぐ決められな
いから、先に話すのが大切だなと思った。病気の人の介護や、医療の仕事をがんばってください。

小6男子
ガンは早くに見つけないといけなくてガンのステージがすすまないようにしないといけない。ガンにつ
いてあまり知らなかったのでとても「なるほど～」となりました。サザエさんを使っていたので分かり
やすかったです。

小6女子
印象に残ったのは、家族だけでもたくさんいえでできることがあるということです。どうしたいかは健
康なときに聞いておくのがいいとおもいました。

小6男子
がんは、2人に1人はなるということを学びました。しかし、その半分くらいは治っていると学んだので
定期的に健診に行こうと思いました。急にだれかが、がんになってしまったときに対応できるように、



話し合いをしておくのが大切だと思いました。

小6女子
わたしの知らない人間の体のことがたくさん知れてよかったです。あらためて命が大事なことがわかり
ました。お酒の飲み過ぎ、食べすぎ、タバコをすったりすると体に悪いことがたくさん起こるから、地
いきの人や家族に伝えられたらいいと思いました。外国のタバコをすうとどれだけ体に悪いのかという
CMが印象に残りました。

小6男子
学んだことは、がんになるとしゃべることができなくなることもあるから、家族であつまったときに
は、話しあうのが大事なのが分かった。もっとがんについて調べたいとおもいました。

＜いのちの尊さ「授業後の宿題」：家族や周りの大人にインタビュー＞

1) がんで、あと半年の命と医師に言われたら、どこでどんなふうに過ごしたいですか　
2) 2)その理由

小6女子の母親
1) 家族や友達と旅をしておいしいものを食べて笑って過ごしたい。
2) さいごは楽しく思いどおりにやりたい。

小6女子の母親
1) できれば延命治療の方法が何かないかDr.と相談し、少しでも子どもと一緒に過ごせる時間を作りた
いです。しかし、子どもの生活に迷惑がかかるようなら、一緒に過ごす時間より、子どもの生活や
気持ちを優先したいです。

2) 半年でも子どもの成長を見届けたいから。

小6男子の祖母
1) 行きたいところで、家族と心残りのないように過ごしたい。
2) 残された命を自分らしく有意義に過ごしたいから。

小6女子の父親
1) 船でゆっくりと旅行に行きたい。
2) 昔からやりたかったことだから、夢をかなえるため。

小6女子の母親
1) ホスピスで緩和ケアをうける。
2) おだやかに人生をおわりたいから。

小6女子の母親
1) 家族に負担がかかるのはすごく分かりますが、家族に協力してもらって自宅で在宅医療をうけた
い。

2) 父ががんになり、自宅での介護がすごく大変だったけど、父がすごくうれしそうだったのと、家族
みんなで集まることが多くなって思い出がたくさん作れたから。大変だったけど、最後は家族で介
護をがんばって良かったと思ったから。



小6男子の母親
1) 痛みはなくして家にいたいけど、めいわくがかかるなら施設や病院にいく。
2) 残された人に悔いがないようにしたいから。

＜家族や周りの大人から、おうちで話し合った感想を書いてもらって下さい＞

小6男子家族
もしもの時にあせらずに対応できるように、少しずつでも話し合っておくことが大事だと思いました。
まずはがんにならないように生活に気をつけていけるようにしたいと思いました。

小6女子家族
娘がこの宿題を持ち帰り質問してくれたおかげで、自分がどの様な最期をむかえたいか考える機会に
なったと同時に家族が命について何を思っているかを知る機会になりました。

小6女子家族
人の死については触れたくない・触れてはいけない事のように捉えられますが、いつかは来るその日の
ために覚悟し、今を精一杯生きてもらいたいと思いました。

小6男子家族
「命の尊さ」という課題に取り組んだ事で、命、家族、大好きな人、大切な事という言葉をわかったよ
うでした。「命はとても大切だ」と言っており、病気にならないように、「よく寝る」という事を実践
するとの事でしたので、これからの生活の仕方に変化がある事を期待したいです。

小6男子家族
普段はこういう話をしてこなかったので、家族で改めて話し合う良い機会になりました。話し合いをし
ている時に自然と涙で目がうるみました。家族のためにも、これからも健康に気を付けていきたいと思
います。

小6女子家族
命について考えるきっかけとなりました。人はいつかは天国へ旅立つ時が必ずきます。子どもも自分自
身も、その時をむかえたとき自分らしくいたいと思います。ありがとうございました。

小6女子家族
小さい頃から命の大切さを話し合うのは良いことだと思いました。日ごろからありがとうの感謝の気持
ちを伝えあうようにしようとも言いました。

小6女子家族
娘は、まだピンと来ないのか薄っぺらい感想しか持てないのか、どこか他人事のように感じていそうで
した。自分自身が体験して経験して初めて命の重みを知るのかなと感じました。　

小6男子家族
自分のためにも、子どもたちのためにも、まずは健康であることが大切だと改めて実感しました。日頃
から自分の思いやいざという時にどのようにしたらよいかを定期的に話しあっておこうと思います。


